第15章　メッセージ駆動ビーンコンポネント契約

15.1 概観
メッセージ駆動ビーンは，非同期メッセージの消費者とする。メッセージ駆動ビーンは，JMSメッセージの到着の結果としてコンテナによって呼び出される。メッセージ駆動ビーンは，ホームインタフェースもコンポネントインタフェースももたない。
利用側にとっては，メッセージ駆動ビーンは，サーバー上で駆動するビジネス手続きを実装するJMSメッセージ消費者とする。利用側は，メッセージをJMS終点（キュー又は主題）に送ることで，JMSによってメッセージ駆動ビーンにアクセスする。このメッセージ駆動ビーンクラスは，MessageListenerとする。

メッセージ駆動ビーンインスタンスは，会話的状態をもたない。これは，すべてのビーンインスタンスが利用側メッセージに含まれない場合には等価となることを意味する。

メッセージ駆動ビーンは，匿名とする。利用側から見える識別性をもたない。

メッセージ駆動ビーンインスタンスは，メッセージ駆動ビーンを消費者とするメッセージ処理を扱うコンテナにより生成される。生存時間は，コンテナにより制御される。

メッセージ駆動ビーンインスタンスは，特定の利用側のための状態をもたない。しかし，メッセージ駆動ビーンのインスタンスは，利用側メッセージの処理にまたがって状態を含むことができる。そのような状態の例には，オープンデータベースコネクション及びEJBオブジェクトへのオブジェクト参照を含む。
